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SCRインバータ式定電圧定周波電源装置
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ンバークと金欠舛掛惇変=二㍑:･‡とを糾み介わせた糾い･､形式の走電f‾F定周波屯似を開発L, けりプ

40kVAおよぴ15kVAの川途にr馴化仙成績を門たっ使叩せるSCR素丁･ほ200A400Vである｡40kVA紫

紺工人山女流花川3仰50c/s3,300V ±1昭の変動に対し山刀福凧ま榊目230V±2%,波形獅il哨･打F

である〔また15kVA紫紺よ人ノJ3相50c/s420V±10%の変動に対し爪ノJ電凪よ中不日105V±2%,波形

打率8プg以‾Fの射牒を得た〔出川披数はいずれも50±0･5c/sに抑えられた〔前者は電r計界機電源,後者は

L汁馴橘抑｢ニ,いずれも許芯地心よびi`手動か引†‾】SCR矧托酬行えた鮒苧環矧托である｡
調である(

緒

イン′ミ一夕は茶花池.｢ゴ｢ⅠこびSCR軒先装f祥と組ブイ㌻わされて

AC-DC-AC蜜換系を仙戊L,静l卜J馴『披数変換浅引戸た,定釦[走川

油剤京装札非仰1ほ)るいは鮒字電馬齢矧祥として山､柑途を石し

ている｡産業の近代化に伴い,花了･計辞棟,プラント計装完封札 油

八子放送㍉削胤ビル川促ノ安′高二くもJ川はどの特弥富漱装群の請;要が拡大

してこおり,SCRインバークはこれらの′心鵬き粁としてすく一れた純真

を抑えている〔

2 特

定屯作定｢耶立花ガん川=1､-仁SCR

長

/バークほ,SCRの特長を′卜か

し別#変動に対し`女定な転流政掛けインバータと,電淋変動に対し

で女窪な鉄共振形走電忙変m岩手とを札ん介わせた新プん(であー),そ

の特長として次の訊∴けこ鮎ずられる｡

まず｢iq転織方式すなわ‾ら′｢t;勃発唱械やディーゼ′し光一1に機と比較し

て,

(1)

(2)

(3)

【Ttl転隣のような騒苗がない〔大′プ子量矧F～では締約百を必要

とするが小形換気板子であり,騒芹ほほるかに小さい｡

比較的軽量でかつ振動カ､こない｡

r与ヰ摘敵･りと較l′l勺′J､さく‥さ抑こ場所に止こじて､■(休構造とす

ることも=柑巨である〔

以_との特長は設行場所の糊約を推しく帰順するものでぁり,躾僻

中二やI木版りの必要なく,雌.言貨址三日物の什ノヱの域J刑こ.子抑Lすること

を=柑巨とする∩

(4)

(5)

瞬時起動,11刺Jf仙†二か=川巨てあり,二川川J′.に抑に帖垣｢ニニ旨)

るっ

汁リブ棚を数矧如､心く,f7揃や一iE仰せ勅のt;を潤を受汁ない

次に水銀ゴミ享流㍑:iやサイラトロンに｡1こるインバータと比較す川.EI,

(1)

(2)

(3)

失孤や逝弧のイこ′女か少なく信煩僅か高い｡

粘度による動作状態の射ヒは祁娯できるのて, ㌣熱や弥旭

制御が不要である〔

耐毘 耐衝撃性が比較l'†′〃こきく,･‾1叫や船舶などへの搭載

が容易である｡

さらに木装荷独特の特長として次の請ノー∴くがあげられる〔

(1) イン/ミ一列よSCRのターンオフタイムが水銀実無紋諸子壬の汀jイ

オン時間に比べて讃しく結いことを析什jした転流改良形

で,負荷変動およびそのノJ率の広抱｢川の叡軌に対Lてきわ

:k11､7二'製作所R立二1二場

**【1‾iナ製附叶1‾11川トク■ヒJ叫

(2)

(3)

実用紙果はきわめて好

列**

めて安定である〔

インバータ変忙器とLて鉄Jヒ振形定電圧変J]三器を使rHする

ことにより,人ノJ竜托変動に対する出力屯圧変動を安定化

しているので,フィードバック制御方式に比べて簡素であ

り,瞬時花川三降下や阿似郁男力汁ヒ較l′小+､さい∩また過負荷

に対しては垂‾ド特件を有しているので,′a激な負荷変動に

刈-しても′安定に運転を持続する〔

花ソJ片=乍導体素了･として,耐圧,過電流,㌔も僻構造,機槻

的頻度などの諸点に高い信掛生を有しており,かつ素丁心

よび装前の研究,設計から‾製作,検束にう†るまで一貫して

l･‾q一部門で遂子上されているから素J-と装荷との綴調がt完′令

である｡

弟1表ほ出力15kVA級の装掛こついて,従来の方式とil立SCR

インバータとを比較Lたもので,いずれヰ)操作および制御装置を介

rr伯である〔

3. 動 作 原 ]彗

l′1助式_池列形インバータの基本回路ほ第1図に示すように, 2胴

の制御整流素J'-がl自二流電源に対して_並列に接続されている｡これを

交‾7ナニに通電させることにより,変圧器一次巻線の山側に交/J二に辿プノ

い1Jの`釦†三を11川l-1し,二次側から交流電圧を得ることができる｡通花

小の素十ほ他‾方の素‾r･の通電開好沖こより短絡される転流コンデンサ

Cの放電電流によF)通電を阻JLされ,Cに蓄積された電荷が負荷イ

ンピーダンスを通じて放電するまでの過電圧期間に順耐妊を同役す

る↑
一一方の素丁の通電朋目すなわち半周畑J閃について考えれば弟1

図の制州州第カ'こ収､■仁する(この制Ir‖可掃からヤ子坊iこ抑察されるよう

第 夫 DC-AC変換装 躍比較 末

方式別
項l]

騒音 と 振軸

1在 】

l王7 床1前i村壬

兆 礎 コニ 部

他動･停止･切換

周温の影響

耐諜,耐衝矧1モ

クl荷 三拝 性

腺時`屯祀降‾F

回 復 時 閃

瞬時過白石;f

:正樹 推称件

効 ヰミ

保 守
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指動発磁機+従来のインノく-_タ

づヾ

100%

100プJ

必要

加速時間必電

ほとんどなし

比較的大

分捲特性

小

0.5s

安定

白石才と電源により変動

60～65%

比較的困難

ほとんどなし

110～90%

100～80%

小安

予熱時間必要

温度制御必要

比較的小

ii7捲的特仲

人

0.5s

転掟火敗

発振器粘度内で安定

60-70タ;

比較的容易

フヱ′-はノj三形SCR
イン′こ一夕

ほとんどなし

90､80プ言

80～60%

不要

矧時可能

ほとんどなL

比較的大

分括的叶引/た

比樹杓小

0.2s

安延

発振㌍結構度lノ1で安荘

70～80%

容易

阜.`l
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にイン/ミ一夕の出プノ電圧は負荷インピーダンスの変化によf)弟2図

に示すように大きく密勅する(制御進入杓すなわち制御鮒衆素十の

通信梓川間を7一とし,転流コンデンサと負荷インピーダンスを竿仰

的に択抗月′と容量C′との並列阿路と考え,

7ノ=tan】12汀′C′β′…

を〃逆の･Tl順け角とするっまた人桝力の唱什比を表わす数を

ん=辿
毘′【ビ｡

(1)

(2)

とする(ここにβ〝は制御盤統一㍑㌻圭の順方向花托降卜である｡

以卜の7′,7ノおr亡びゐの間に舞3図に示す関係があることはすで

に‡し｢州氏が発表している(1-｢.弟3図ほ負荷の変動すなわち7ノの変動

が7･とんを大きく変動させることを示している〔しかしフーの小さい

所でほんほ2に漸近しで変動ほ少ない｡SCRの順耐圧回復時間

(turn･Ofトtime)ほぃーーl路条件によ/-ても神輿するが,10～数10/JSで

あるので7･を著しく′+＼さくすることができるっ ここで問題となるの

はfl荷力率の変動である｡フ･を小さくするため転流コンデンサCを
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_並列転流改良形インバータの電打電碇

lノd

L-｢
id

SCRl

†-以1

第6岡 SCR2･--〉SCRl転流何棟の等師回路

小さくすれば負荷力率の変化によるC′の変動率が増加する｡した

がって負荷の無効電流を処理しなければrを小さくすることはでき

ずSCRの特長を生かすこともできない｡

転流改良形インバーク(2)は第4図にその並列形の例を示すよう

に,2偶の整流素子を追加することにより,上述の問題を巧妙に解

決している｡弟5図に誘導性負荷の場合の各部の電流電圧を示すよ

うに,無効電流はこの紫流素｢(SR)を通じて直流電源へ返還され

る｡また変ロミ器一次電刑よこのSRにより直流電圧に制限され,負

荷変動にかか才一つらずほとんど一定となる｡いまSCRlがターンオン

し,端子U2の電位が上昇して軌に達するまでの期間(T)について

考えれば,葬る図の等価回路が成立する｡SCRのターンオフ時間が
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第8岡 端本波に対する鉄共振変圧器の等仙仙路

立

如し､ので,この爬耶胃を糾柁流の射ヒが無視されるほど知新するこ

とができる｡転流巾二後の伽旨稲流才ヱ(十｡,=んまたど.･=Eィとすjtは,

この回路をこついて

g〟=エd告【Ed＋去～言い榊‥
が成i二とするりん=COnStとしてオ`′について解けば

才〟=慧sin(りト仙2c馴ト1)

(3)

(4)

を狩る〔ここに(･ノ=1/､/4亡王である(二JtよF)辿竜圧朋り/γをノ1ご

y)れば

′γ=､厄(sin‾1√吉1-Sin【1ぅー㌫1ト(5)

lr=告J誓
(6)

とな～),んくんmaxにおいてJY>才(,-r(SCRのターンオフタイム)なる

よう定数C,上を選定すれば負荷力率がいかに射ヒしても転流は安

今に行なわれる｡

鉄共振形定電旺変圧器ほ第7図にホす梢造を持つものであF),そ

の堪本波成分について考えれば第8図の等価回路が得られる(3)(4)｡

この等価回路の各部の電流電圧の基本波実効値は第9図で表わさ

れ,入力電圧と出力電圧との関係が曲線③と⑤とから求まる._.弟10

図ほこの入力電圧と出力電圧との関係を示すもので,人ノJ電庁がg♪

より大なる場合,出力電圧はほとんど一定に恨たれる｡負荷電流が

流れると,出力電什ミを確て′二させるに要する崩代入力電比丘♪は増加

する〔したがって人力電肝一定に二机､て過負荷となれば山プJ芯｢[ほ

【Tl然に垂‾Fして出力は制限され,出荷が短絡した場介もでンバータ

は転流失敗しない(

-L述のような転流改良形インバー一夕と,鉄托振形走唱什変汗㍑:‡と
を組長介わせた売電庁インノミ一夕の特性は従来のインバークの特性

.拝
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N.L.

Er)

ド･1･与111
1主格人力電圧

_トプ`‾､‾
＼■1

こl二･1E住持惟

1こ桔fl什左さ允

しtJ=与荷特作

Iz

第10国 鉄共振変什器の特性

第2表 インバータの特性比較

仁)

1j.IT.州)%

P.F.1川)%

｢ ⊥____【
項

ハ 村 変 動

('t 荷 ユ､度

胸 負 荷

入什毒:打数助

肌 j

.しユ

従来のイン′∴

FlりJ`∫盲旺ほ人幅に変助するのて

AVRなしでは実用十､能

AVlモ妃二答う引t時間があるので瞬

時電肝変動大

一定値を越えると丁ンノニータが転
棟ワ二枚する

AVRがなければそのまま出汁芯

正が変動する

柑生安定化のため人容ぎ.‡この転流二∫

ソテンサを要L,これの切換また

ほr】J飽和リアクトルによる制御な

ど♂〕ため寸法,屯‡.ミニ大となる

定屯臼三形SCRイン′∴タ

i起.;1三川SRにエー)安足

フィートニック制御でないので瞬

時変動比校的少なく何役時間がき

わめて短い

鉄共振変圧器の垂下特性により

定値以下に制限さかる

鋏共虹安正器で安延化さjlる

コンテン叶,り7クトル頓は′トさ

く帖収悦叩

とほ全く相異L安起したものである∩第2表にその相異ノご､くを要約し

てホす｡

4.特 性

4･1定電圧特性

入ル右虻変動±20%,負荷変動0へ-100%の総合変動に対Lて,

なんらのフィードバック制御を行なわず,Hi力電圧精度は±5%以

内にはいり,非常川またほ無停電電源設備のような一般知苛用電源

としての什様を十分満超している∩逐電圧精度をさらに向+二する方

法として次の三つの方法がある｡

第1ほ変圧詩話1次電脚こ比例する電旺を.誘起する帥償巻線を設け

2淡巻線と逆梯性に何列接続して,出ノJ′道=ミを取りHす方法であり,

第Il図にホすように人力電肝変動に対する定稲作特件を改善する〔｢

たた補燐巻線にほ人力披形と1ミしくプノ形波力三溝起するので桝ノJ波形

は第】2図のようになる〔多少の地形ひずんもR順とならない郎;f

トニ対しては簡｢il▲でよいノJ法でぁる∩
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1ry十萱】
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＼'ヱ=㌧｢2-V｡

(ヱt)接続川 (l):･柳生

箭11阿 州描く描維とその特性

窮12図 節惧描線のあるインバ【タの川力地形
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(ii)

V‡

的1∠上図 ‖J-飽和リアノト′しによる址`F引上机蛙の山‾沖

げ;2はIjrJ述の第9図から明らかなように,′:剛‖t小二列リ1丁クメンス

IJSを蛸加するノブ拭でふって,第13図にホすように変虻;そこ‡1次側に

相聞リアクトルをそう入するものである｡この方法ほ入ノ〕風土変動

に対する射L三こそ詩1次端J二における焚勅帖を糾小するので,それだけ

人ルE‖三井舛安励穂川を拡放言することカ∴亡きる｡

第3はJし振コンデンサの解量を変化させてけりJ`■は比を徴凋催する

(中 和流入力てE口三 ④〔架 欄〕

･こ亘交流山力屯流 ⑤ 庶流入力滝流

･頂､)交流出ル毒口_三
¢わ 紙共振変.L亡祥 一次′■㍍亡lて

f与fr才l拒和音変勅 l 入ノJ′FEL仁瞬時変動

100プ才一 50タg
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リ
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｢‥剖≠化+
一

¶

ト
剖
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J
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‥し

＋3.2%

十10.0ヲ才

一7.1プら′

一4.0プg

‖ノJ■E打三瞬時変励

＋15.0%

＋26.1タ才

一7.8%

-10.0タよ

絶伸一○､変による瞬Hい引Iミ変動

j_+r5

=U
ち

】+r3

Cf3

l-f5

(二f5

窮161当Jフ ィ ル タ の 接 続

‾ノノはでぁり,第14図に′jミすように上し拡コンデンサに1仁列また仙i′l二

別に指紋さ九た叫飽和リアクト/しの励磁を,=ノノ屯川またけぷ純な

検=して制御することにより子ナなわれる〔

4.2 瞬時電圧変動と回復時間

このインバータでほ上述のようにfl杓牛州三かて女漣であるので憐叶

一山1二降下も比較的小きく弟15図に示すように50ご100%の£1仙′ニー､

如こ対して糾ノJ信正瞬時変励は15′～10%以l勺である∩ 牛如こ閉ループ

系に+こる制御と舛なF),瞬時変動ほ負荷唱流の変動jリ肘与]の克数サイ

クルJ兇われるだけであるので回復時間ほきわが)て短いのが特長であ

る〔このような吏豆期間の変動は通常の負荷装掛′こはほとんど問題と

ならない｡

4.3 出力電圧波形

転流政良形インバータの出力波形がノ〃抄披であることと射二【て㍑:‡鉄

心か飽和韻域で使用されるたが),fLの出ノJ地形は20%前後の高調波

を含んでいる〔波形ひずふが関越となる負荷に対しては,第指図の

ように各種の方法で波形を改善することができる〔舞17図ほ改善

された出力電ノl三池形を示しひずふ率ほ6%である〔

4.4 周波数精度

イン′ミー州)ノ.句波数精比ほ使川する鬼振1そ:寸にくし,てナノ七生り,r=1;f

やノl昆腺電任の主彰苧巨を受けない〔周】胡温度の変化【5､＋4･0℃に対し

てトランジスタ発振㍑拝では±2%,振動什梵板持こ子でほ±0.2%,何戸i`う

な瓜11-】ブ己振汁:ト:一は±0.()2%以卜の櫛比が円ら八る′､.

以卜の1■州二を要約したものか弟3表であるっ
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第17図 改善されたと1i力電圧波形

AC.常用電源

DC

充電器
SCR

インパーータ

AC

l蓄電池
l

第18図 非 常 用 電 縦 設 鵬

AC

八C

SCR

整流装置

DC SCR

インバ【タ

†蓄電池

第19図 無 停 電 電 源 設 臓

SR

整流装置

Dし SCR

インバータ

＼し

▲斗C

立

第20図 周波数変換または起用推定電圧装置

5･定電圧インバータの応用

足電圧インバータは整流装荷および蓄電池と組みでiわせてきわめ

て簡単な構成で完全軌L形の非常用電源設備,無停電電源設備ある

いは周波数変換装置,定周波定電圧電源装置などとして剛､られるL

非常用電源設備の一例ほ第18図のように構成され 小容量の充

電器で常時蓄電池を充電しておき,停電と同時にインバークを自動

起動するもので,ディーゼル発電機などに比べて保′､rけ､非常に筒中

であるとともに瞬時起動が叫能である｡

無停電電源設備の一例ほ策19図のように構成され整流掛よ,常

時蓄電池を浮動充電しつつインバータに直流を供給する｡停電と同

時に蓄電池の端f電圧は約10%降Fするが,このカ式のインノミーメ

では出力電圧はほとんど変動しない〔また受電回復日寺には整流器の

容量に応じてインバータの負荷運転を継続しながら電池を充電する

ことができる｡

周波数変換装置または走電圧走周波電源装掛ま弟20図のように

構成され,発振器を水晶時計などに同期させることにより,回転機

方式でほ望み得ない高精度の同期周波数を得ることができる｡

る.応 用 製 品

占･1H汀AC3010用定周波定電圧電源装置

本装置ほ日ニーーヒ電子計算機HITAC3010用電淑として製作されたも

ので,1963年3月1日より連日好調に運転を続けている｡.臓必ま第

詳 論 如46巻 打ざ3ィ
1

第3未 達電圧ブ汐SCRインノニータの件能

項 lJ l 性 わ巳 l術依田路を付加tた性能

り

4仙射

±20%(■柑閉りアクトノLH･)

±2%以内(緋助AVR什)

ユ0.2プ占仙人=占リミ‾別伝三治:壬ノ
±_0.02ヲ;以l勺(水晶剃むi:岩∴〉

10′%以下(■ノイルタ什)

表 HIl､AC3010用達伯披走7一己址装置仕様

日項

力
任
国
数
率
力
･
監

〓
巾
亀
範

址

温

波

格
仙
m
変

形

州

淀
泣
叫
糊
披
人

糊

SCR整流装置

60kW

DC140V±2%

DC 90～145V

3ぅ･;50c′ノ′s 3,300V±10プg

O～･40つC

SCRインノミ一夕

40kVA

llノ)230V±2グg

22()～240V

50±0.5c/s

lO%以‾F

DCllOV!去呂葺き
0-､401C

第21図 HITAC3010用40kVA SCRインバータ
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点弧装置

SCR3

むぅJ

S＼

1.＼

し■.＼.l

=

J∴Ⅰ

諏

一対一

与1r
.⊥_

し＼'1､

???
rr浩一許-111

Sll

第22上ズIHn'AC3010用40kVA SCRインノ∴一ク

主回路構成

19図と同様で小≠享量の新郎山むSCR無紋矧〔〔-卜亡梓励充指L,‖郷J

悼動こよる計算の疎苫を防!L二している｡そのfl二様を舞4表に,また

その外観を第2】図にホす′

イン/こ-クの｢1可路他心土第22図に′Jけと+小)てある.｢発振托F‡ほ

4()Oc/sの二削卜発振諾壬を使川Lたので,光赦㌫川川のノ女走後,接触器

72を閉路して7㌧バータを起動するシーケンスがとられているっ起

動向後の半州別刷は生別泣か⊥-=事･く飽和する｡極端な場合ほ転流すべ
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SCR イ ン バ ー タ 式 定 電 比 定 周 波 電 娠 装 挺

き辿電圧を失って転流失敗する｡阿においてSCRlほこれを防止す

る予肺励磁回路であって起動時には必ずSCRl,SCR2,SCR3の順序

でパルスが与えられるようゲート回路が組まれている｡さもなけれ

ば変圧器鉄心を無駄に大きくLなければならない.ご SCR素子は

200A 400V口‾l＼仁ZCDJ形を2i‾白二列4並列に組んで1アームを構成

している｡弟23図ほその接続を′Jミすr､本矧宜でほ一年列数が少ない

ので令宗了･l自二桜山弧ガ式としノた｡由列接続におし､てほ定′窟電圧の分

上山代杭のほかに転流過渡電圧の平衡分担のためコンデンサが必要で

ある〔その館員ほ直列素√▲のキャリア蓄積量の差によって生ずる分

rlミ不平衡と転流但後の避電庁の1tち上り dlん/d才とを考慮して定め

られる｡並列接続に二机､てほ点弧遅れ時間な短縮してその差を雛小

するためにゲートパルスの立ち上りを急しゅんとし,(gオc/d∠を大に

することが望ましい｡本矧f葦でほ第24図のようにl■/二ち上りの速い

狭幅パルスと90度以上のJムい幅を持つパルスとを垂主としてSCRの

ゲートに与えている｡転流改良形イン/ミータでは第5図に示したよ

うにSCR屯流が半J判別内においても中断するので90度1⊥とのパル

ス■l】如､+必要である｡素/･に山列のリアクトルほ電流の平衡と素/･の

l川｢矧判員大のて】iりl斗ととを考.慮して延められる｡

一･舶に二【1増体二i茫統素j′･の保言磐にほ柑殊ヒューズか川いじJれる｢､本

淡柑こ心いては芽き+′･の過ノl電流耐最,整流装ij■′'たおよび諮1に池の真正純イ

｢ ｢
1

｢ ｢｢
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第24図 ゲートパルス電圧波形
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狭帽パルス

パルス整形器

広幅パルス

トランジスタ

リセット棲点

第25凶
′･こ烹瓜装置ブロック線凶

パルス

増幅器

SCR

パルス

増幅器

SCR

AClO5V予備電源

FFB

AC 420V常用電源
FFB

い_1飛
SCIl

整流装置

KS FFB

FB

蓄電池⊥

とミニ4

頂貰痕1

Ctt

走電圧走即良SCRインバータ

第261宝一 計器月j無停電電淑設術構成

FFI∃

561

AClO5V

第27図 無件電設備用15kVA SCRインバータ

第5表 計器用無停電電源装置仕様

[H硝ハ

山
花
範

狂

乱

波

格
格
変

形

田

定
ハ
疋
可
周
波
入
周

〃
力
圧
因
数
率
力
度

SCR整流装置 L SCRインノミ-ク

34.3kW

DC140V±2%

DC 90～140V

3声 50c/′s 420V±10クg

-10～＋40℃

15kVA

l少105V±2%

100～110V

50±0.5c/s

8タg以下

DCllO±20V

-10～＋40pC

ンピーダンスを惧垂に検討するとともに,日立FFBによって完全に

協調が触れることが確認されている｡

完電圧精度は禰佑巻線と負荷電流検f-･Hによる共振キャパシタソス

胴御により若十神佑されている｡

ゲート回路ほトランジスタおよびSCRで弟25図のように構成さ

挟幅パルス変圧器

;ミ計
広幅パルス変圧器
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れ,前述の諸条件を満足している∩電力装躍用として

特に耐誘導,耐熱,耐サージに旦点がf筐かれ,配線の

短縮と完全なシールドが施され,さらに必要な個所に

はサージアブソーバが設けられている｡また,小形

SCRとシリコントランジスクを要所に用いることに

より周l∃朋孟度60度に二机､ても異常なく運転ができ,か

つ各穐電力用速断詩語の千近距離における動作試験に対

しでもきわめて安定な性能が確認された｡

占.2 計器用無停電電i原装置

本装L軌ま日嗣石油精製株式会社川崎⊥場の石油精製

プラントの計㍑詮電源として製作されたもので,1963jF
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第281受l無位電設鵬川15kVA SCRインバータ

主l叶路構成

7+Jより好調に連続運転が行なわれている｡その構成は舞2占図に

示すように1,000AHの電池を常時浮動充電し5時間の停電に備え

ている｡また万一インバータ故障の際にほ定電圧変圧器のみを通し

て二女定化された商用電源が負荷へ送られるのが木装琵の特長であ

る｢､その仕様を第5表に,その外観を舞27図に示す｡その他につ

いてほ前述の装粁と同様であるれ 補償巻線を使用せず出力電托を

炊出し,八振キャパシタンスを制御して電口三精度を納供している山

覇

(123頁よりつづく)

詐ら′‡46巻 汀‡3 ′ノ
Il

か相異する｡弟28図はインバータご祁の接続を示したものである｡

7.結 口

SCRの朋党によって静1L形インバーメが突円イヒされたし.それほ従米

の電動発電機や水銀逆変換装掛こ比べて多くのすぐれた特長を腑え

ている｡掛こSCRの特長を巧みに活用した転流政艮形インバータ

と鉄共振変圧語詩とを組み合わせた定電圧イン/ミ一夕は従来の方式で

はとうてい期待し得なかったノ女定な性能を有している｡製.1,.】,の一例

としてはHITAC3010月]走電圧定周波電源装樅と口綱川由株式会社

川崎二t‾二場納入の計器用無停電電源装置を紹介した｡いずれも運転桝

始以来好調な運転を続♭ナている∩

終わりに日嗣石油株式会社の関係各位のご後援に対し探姑の乱古

を表すものである｡
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廷 特 許 と 新 案 表

最近登録された 日立製作所の実用新案(その4)

ヱ吏鉦蘇号
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メタ′しタラノド鮎福娘川遮断器壬の昇降装置
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